
■はじめに

　乳癌は女性の癌の第１位であり、働き盛りで子育て
にも忙しい40代から60代の女性に多く見られます。ま
た甲状腺癌も女性が男性の５倍程度と多く見られます。
乳癌・甲状腺癌の診断と治療に関する研究は活発に行
われており、新しい遺伝子診断や、抗癌剤、分子標的
治療薬等の開発が進められています。私たちは常に新
しい情報と治療を患者さんに提供するとともに、乳
癌・甲状腺癌の早期発見と早期治療に取り組んでいま
す。

■３Ｄデジタルマンモグラフィ
　（トモシンセシス）診断と超音波
　ガイド下細胞診断

　乳がんセンターでは３Ｄマンモグラフィを導入し、
なるべく早期の段階で乳癌を発見できる様、きめ細や
かな乳癌検診（２次検診）を行っています。そしてマ
ンモグラフィーの読影カンファレンスを毎週開催し、
専門医を中心とした乳腺チームが詳細な検討を行って
います。また乳腺・甲状腺腫瘍に対して超音波ガイド
下に組織診・細胞診を行うシステムを構築し、乳癌・
甲状腺癌の早期発見に努めています。（写真）

■乳腺・甲状腺腫瘍に対する鏡視下手術

　早期乳癌の患者さんに対する手術治療では、腋窩か
らの小さな傷で手術を行う鏡視下手術を導入し、乳房
に傷を付けずに整容性の高い手術を行っています。同
様の手術は甲状腺腫瘍に対しても行っており、首に傷
が付かない手術は女性だけでなく男性患者さんからも
好評です。（写真）
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■各種遺伝子診断を組み合わせた治療

　乳癌の中でも悪性度が高く再発・転移しやすいとさ
れるトリプルネガティブ乳癌や、腋窩リンパ節に転移
が見つかった乳癌などでは、術後に抗癌剤治療を行う
べきかどうか、判断に迷う場合が少なくありません。
当院では以前からオンコタイプDX遺伝子検査を導入
しており、遺伝子レベルで抗癌剤治療が有効かどうか
の判断を行っています。また、トリプルネガティブ乳
癌に多く見られるBRCA1、BRCA2遺伝子の変異を解
析する目的でBRACAnalysis遺伝子検査を行い、変異
陽性乳癌に有効な抗癌剤（オラパリブ）の適応を判断
しています。これらの遺伝子検査により、乳癌患者さ
んに有効な薬剤を適切に使うことが可能となります。

■その他の取り組み、臨床研究について

　乳癌患者さんの血液中に浮遊する癌細胞（CTC）
やDNA（cfDNA）を測定し、リキッドバイオプシー
検査を行う事で、抗癌剤の治療効果や生命予後を予測
する臨床研究を行っています。また抗癌剤の副作用を
軽減させる目的で、各種漢方治療にも積極的に取り組
んでいく予定です。

■おわりに

　東邦大学医療センター大橋病院が位置する目黒区・
世田谷区では、若い人口が年々増加しており、現在で
は120万人を超えています。当院を受診される患者さ
んの大多数は目黒区・世田谷区在住であり、今後ます
ます乳癌・甲状腺癌患者さんの増加が見込まれていま
す。私たちは患者さんが安心し、希望を持って治療に
望んでいただける様、これからも乳癌・甲状腺癌診療
に積極的に取り組み、患者さんの役に立つ治療を行っ
ていきたいと考えています。今後ともどうぞよろしく
お願いいたします。
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診療のご予約は・・・
病診連携部門あてに「診察・検査FAX予約申込書」をお送り下さい。

病診連携連絡先
病診連携部門
TEL：03-3481-7385　FAX：03-3468-6191

東 邦 大 学
医 療 セ ン タ ー 大 橋 病 院
Toho Univercity Ohashi Medical Center

〒153-8515　東京都目黒区大橋2-22-36　電話　03-3468-1251
http://www.ohashi_med.toho-u.ac.jp/
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